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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
は
、
社
会
全
体
の
願
い
で
す
。 

　
ま
ず
、
大
人
自
身
が
、
大
人
社

会
の
あ
り
方
を
見
直
す
と
と
も
に
、

社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
身
を

も
っ
て
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子

ど
も
が
変
わ
る
」
意
識
を
持
っ
て
、

子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

   

　
家
庭
は
子
ど
も
に
と
っ
て
人
格

形
成
の
行
わ
れ
る
最
初
の
場
所
で

す
。 

　
親
で
あ
る
み
な
さ
ん
は
、
家
庭

の
重
要
性
を
認
識
し
、
家
庭
で
の

し
つ
け
の
あ
り
方
や
親
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

子
ど
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康

で
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
、

食
育
を
推
進
し
、
生
活
時
間
の
改

善
等
に
よ
り
、
子
ど
も
の
生
活
習

慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

  

   

　
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

は
、
家
庭
や
学
校
、
関
係
機
関
の

努
力
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。 

　
全
て
の
人
が
青
少
年
の
健
全
育

成
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
互
い
に
助
け
、
支
え
あ

え
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
、

有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
と
早
期
対
応
な

ど
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
取
組
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

   

　
青
少
年
が
同
世
代
や
異
世
代
と

の
多
様
な
人
間
関
係
を
経
験
し
な

が
ら
、
社
会
的
自
立
に
必
要
な
主

体
性
や
協
調
性
を
育
み
、
積
極
的

に
社
会
へ
参
画
し
て
い
け
る
よ
う

支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
、
大
人
の
み
な
さ

ん
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
な

り
、
世
代
を
こ
え
て
、
地
域
の
行

事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
参
加
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

（
社
会
教
育
課
） 

○
青
少
年
の
育
成
は 

　
大
人
一
人
ひ
と
り
の
責
務 

○
地
域
で
一
体
と
な
っ
て 

　
青
少
年
の
育
成
を 

○
青
少
年
の
多
様
な
社
会
参 

　
加
活
動
を
支
え
よ
う 

○
家
庭
の
あ
り
方
を 

　
振
り
返
ろ
う 

１１
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」 

人権・青少年健全育成 
フェスティバルのご案内 
日　時　１２月５日（土）　９：３０～１２：００（開場９：００） 
場　所　エルデホール　メインホール 
内　容　（第１部）　小・中学生の主張、体験発表 
　　　　（第２部）　講演 
　演題　「かたり」の世界 
　　　　～戦後７０年　語り継ぐ平和への想い～ 
　講師　タレント　山田雅人さん 
 
～講師プロフィール～ 
　テレビ・ラジオ等で多彩
な才能を発揮。２００９年より、
ひとり舞台「かたり」を定
期的に公演し、２０１０年は全
国で８０ステージ以上開催。
ひとり芝居でも、漫談でも、
落語でもない、聞き手と一
緒に想像の世界を作り上げ
る「かたり」は、聞き手の
頭の中に映像を浮かび上がらせます。  

●小中学生の人権ポスター、標語、戦争関連資料

の展示ほか 

●入場料は無料です。  

　みなさんぜひお越しください。 

　去る１０月２７日に開催された第４８回兵庫県青少年
補導委員大会で、永年（２０年）にわたり青少年の非
行防止・健全育成に貢献されたことに対し、神崎
郡青少年補導委員が知事表彰を受賞されました。 
　また、継続して（５年）青少年の健全育成に尽力
されたことに対し、兵庫県青少年補導委員連合会
会長感謝を受賞されました。受賞された青少年補
導委員の方々は次のとおりです。（敬称略） 
【兵庫県知事表彰（２０年）】 
　佐伯正全（大門）、橋本清彦（山崎） 
【兵庫県青少年補導委員連合会会長感謝（５年）】 
　東影寛久（長目） 
　おめでとうございます。今後とも、地域の青少年
健全育成のため、ますますのご活躍を祈念いたします。 

（社会教育課） 

青少年補導委員が 
知事表彰・会長感謝を受賞 
青少年補導委員が 

知事表彰・会長感謝を受賞 
青少年補導委員が 

知事表彰・会長感謝を受賞 



12月3日（第1木曜日）資料整理のため休館 

中学生以下の部、一般の部 

～多目的ドームから図書館の絵を描こう～ 

１１月１５日（日）１０：００～１７：００ 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（１１月２１日～１２月５日） 

おはなし会 

11月21日（土） 
11：00～ 

おたのしみ会 
12月5日（土） 
14：00～ 

えほんのじかん 
12月2日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

11月28日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　　 
　馬方山姥　ほか」 

３ 

　今年も残すところあと２ヶ月。また新しい

年がやって来ます。 

　今年度も恒例の寄せ植え教室を行います。

今年はグレードアップした洋ランの寄せ植え

です。よりいっそう華やかにお正月を迎えま

しょう。県立フラワーセンターの先生が、て

いねいに教えてくださいます。 

日時　１２月１１日（金） 

　　　１０時～ 

場所　文化センター 

　　　小ホール 

参加費　３５００円（材料費のみ） 

持ち物　軍手・スコップ 

募集人数　３０人 

申込先　文化センター　　２２－３７５５ 

図書館相互利用が始まりました 

　１１月から播磨圏域連携中枢都市圏に在住の方なら
７市８町にある３６図書館、３３４万冊の図書が利用で
きるようになりました。 
○対象 
福崎町、相生市、加古川市、加西市、高砂市、た
つの市、宍粟市、姫路市、市川町、稲美町、上郡
町、播磨町、神河町、佐用町、太子町に在住の方
ならこの地区内のいずれの図書館も利用できます。 
○利用方法 
　利用したい図書館で、利用登録手続きを行って
ください。免許証など住所がわかるものを持参し
てください。 
○貸出手続き 
　貸出方法や期間などは各図書館の規則に従って
ください。 
○図書の返却 
　借りた図書館へ返却してください。 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書17冊　　児童書1冊 
「聖母」　　　　　　　　秋吉理香子 
「掟上今日子の挑戦状」　西尾　維新 

☆参加賞あり☆
 



　１０月１９日、東京都で人権擁

護委員に対する『法務大臣表

彰式』が開催されました。 

　その席上で、人権擁護委員

の松岡宏信さんが法務大臣表

彰を受賞されました。 

　この賞は、多年にわたり人

権思想の普及高揚に貢献し、

その功績が特に顕著である方に贈られるものです。 

　今後ますますのご活躍を祈念します。 

（住民生活課） 

　９月４日、兵庫県公館で開催

された交通安全県民大会で、神

崎自家用自動車協会長の牛尾敏

樹さんが、交通安全功労者とし

て兵庫県知事から感謝状を贈ら

れました。 

　牛尾さんは、長年にわたり、

神崎自家用自動車協会評議員と

して、交通安全のために献身的に尽力されました。

今後ますますのご活躍を祈念します。 

（住民生活課） 

　９月２０日、西光寺の「佐
伯豐」さんが満百歳を迎
えられました。 
　奥様と仲よく、絶えず
お話しされている姿が印
象的でした。 

　１０月１２日、駅前の「橋
本ちよゑ」さんが満百歳
を迎えられました。 
　終始笑顔で、お祝いの
言葉に「ありがとう」と
こたえられていました。 

今後も、ますますお健やかに、さらなるご長寿を 
お祈りします。なお、百歳をお祝いして、百歳の 
森記念碑に、お名前を刻みました。 

（健康福祉課） 

４ 

　来年の町制６０周年を記念し、福崎町オリジナ
ル年賀ハガキを限定販売します。福崎町のキャ
ラクター「フクちゃん・サキちゃん」が載った
オリジナルの年賀ハガキで新年の挨拶をしてみ
ませんか。数に限りがありますので、お早めに
お買い求めください。 
◆価格　１枚５２円 
◆仕様　年賀ハガキの宛名面にオリジナルデザ
インを印刷、裏面は
無地（インクジェッ
ト紙ではありません） 

◆販売枚数 
　限定１万枚 
◆販売場所 
　福崎町商工会・ 
　福崎町観光協会 
◆お問い合わせ 
　福崎町商工会 
　　２２－０５５８ 

臨時給付金の申請は 
お済みですか？ 

　「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給

付金」の申請を受け付けています。まだ手続きを

されていない方は、お早めに申請してください。  

【臨時福祉給付金】 

　　受付期間　平成２８年２月２９日（月）まで 

　　申請・問い合わせ先　健康福祉課（内線３５１）  

【子育て世帯臨時特例給付金】 

　　受付期間　平成２７年１２月１日（火）まで 

　　申請・問い合わせ先　住民生活課（内線３７４） 



５ 

　今年度もカラオケ紅白歌合戦を開催します。エルデ
ホールのステージであなたの大好きな歌やパフォーマ
ンスをぜひご披露ください。家族や友人、職場の仲間
でお誘い合わせの上、どうぞふるってご応募ください。 
日時　平成２８年２月１４日（日）１３：００～１６：００ 
会場　エルデホール　メインホール 
内容　紅組（女性）と白組（男性）に分かれてカラオケ

の総合得点等を競う団体戦 
　　　（１組１曲・２コーラス） 
出場資格　町内に在住・在学・在勤で小学生以上の方

（小・中学生は保護者の同意が必要） 
対象曲　通信カラオケDAMに登録のある曲 
　　　　※重複の場合は後日抽選。 
募集定員　紅組・白組　各１５組程度 
　　　　　（１組５人まで。マイクは２本まで。） 

※定員超過の場合は後日抽選。 
※抽選会：１２月１３日（日）１４：００～ 
※年代構成やジャンル、参加回数を考慮し
ます。 

参加費　１組１,０００円（高校生以下は無料） 
　　　　※観客の入場は無料。 
申込方法　社会教育課、エルデホール、文化センター

で配布する申込書に必要事項を記入し、持
参してください。 

申込期間　１１月１３日（金）～１２月７日（月） 
主催　ふくさきカラオケ紅白歌合戦実行委員会 
共催　福崎町・福崎町教育委員会 
申し込み・問い合わせ先 
　社会教育課（内線２５７） 
　エルデホール（　２３－１６５５） 
　文化センター（　２２－３７５５） 

（エルデホール） 

入場無料 

“ふくさき日本語サロン” 
ボランティア研修会 
受講生募集！ 

“ふくさき日本語サロン” 
ボランティア研修会 
受講生募集！ 

　福崎町では、町内在住の外国の方に、日本語学

習の支援や生活情報の提供をする「ふくさき日本

語サロン」を毎月第２・４日曜日に開催しています。 

　下記日程でサロンを手伝ってくださるボランテ

ィアの研修会を開催します。はじめての方でも良

くわかる研修会です。ぜひご参加ください！ 

日時　１１月２９日（日）１３:００～１６:００ 

場所　文化センター　小ホール 

対象　外国の方に日本語を教えるボランティア活

動に興味のある方。初心者歓迎！（外国語

が話せなくても大丈夫です。） 

受講料　無料　※講座資料は当日配布します。 

申込方法　電話、FAXでのお申し込み。 

申し込み・問い合わせ先 

　ふくさき日本語ボランティア 

　の会（文化センター内） 

　　２２－３７５５　FAX２２－２５６１ 

にほんご はなせるよ♪ 

将棋大会  参加者募集!!将棋大会  参加者募集!!
　「第３５回福崎町子ども会少年少女将棋大会」を開

催します。みなさんの参加をお待ちしています。 

日時　１２月６日（日）　９：３０～ 

場所　文化センター　講義室 

部門　小学生低学年の部（１～３年） 

　　　小学生高学年の部（４～６年） 

申込方法　所定の用紙に必要事項を記入のうえ、 

　　　　　１１月２５日（水）までに文化センターへ。 

申込・問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

　国指定重要無形文化財の伊勢大神楽講社の伊勢大神楽が、
今年も柳田國男記念館にやってきます。 
　伊勢大神楽は、江戸時代から続く伝統芸能です。あでやか
な獅子が舞い、傘まわしや皿まわしなど、次々に繰り広げら
れる曲芸をお楽しみください。 
 
日時　１１月１４日（土）１３：３０～　※小雨決行 
場所　記念館前広場 

今年も伊勢大神楽がやってくる！ 
い せ だい かぐ ら 

問い合わせ先　柳田國男・松岡家記念館（　２２－１０００） 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
ス
マ
ホ
に
「
ア
ダ
ル
ト
動
画
サ

イ
ト
の
利
用
料
の
確
認
が
と
れ
な

い
。
連
絡
が
な
け
れ
ば
法
的
手
続

き
を
行
う
」
と
メ
ー
ル
が
届
い
た
。 

　
記
載
さ
れ
た
番
号
に
電
話
を
す

る
と
「
通
信
料
が
延
滞
と
な
っ
て

い
る
」
と
言
わ
れ
、
支
払
い
は
ネ

ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
の
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
を
コ
ン
ビ
ニ
で
購
入
す
る
よ
う

指
示
さ
れ
た
。
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
２９

万
円
分
を
購
入
し
、
カ
ー
ド
の
識

別
番
号
を
伝
え
た
。 

　
そ
の
後
も
多
数
の
メ
ー
ル
が
届

く
の
で
不
安
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
た
「
漏
え
い
し
た
個
人
情

報
を
削
除
す
る
」
と
い
う
業
者
に

相
談
し
た
。
１５
万
円
で
削
除
す
る

と
言
わ
れ
、
早
く
し
な
い
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
と
急
か
さ
れ
て
い

る
。 

（
６０
歳
代
男
性
） 

〔
処
理
〕 

　
最
初
の
メ
ー
ル
は
、
不
特
定
多

数
に
送
信
さ
れ
た
架
空
請
求
と
思

わ
れ
る
の
で
、
支
払
う
必
要
の
な

い
お
金
を
騙
し
取
ら
れ
た
詐
欺
だ

と
説
明
し
、
警
察
に
被
害
を
届
け

る
よ
う
に
助
言
し
ま
し
た
。 

　
詐
欺
業
者
相
手
に
個
人
情
報
を

削
除
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
業
者
も
詐
欺

の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

絶
対
に
支
払
わ
ず
、
連
絡
も
し
な

い
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。 

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
迷
惑
メ

ー
ル
設
定
す
る
こ
と
や
、
電
話
番

号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
す

る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
の
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
は
、
主
に
「
サ
ー
バ
ー 

型
」
と
呼
ば
れ
る
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
で
す
。
サ
ー
バ
ー
型
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
は
、
発
行
会
社
の
管

理
す
る
サ
ー
バ
ー
に
そ
の
価
値
が

記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
カ
ー
ド

そ
の
も
の
が
手
元
に
無
く
て
も
、

カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
入
力
し
て
使

用
で
き
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
サ
ー
バ
ー
型
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
の
番
号
を
伝
え
る
こ
と
は
購

入
し
た
金
額
分
の
カ
ー
ド
の
価
値

を
相
手
に
渡
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

　
業
者
が
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
背
景
と
し
て
、

消
費
者
か
ら
の
入
手
が
簡
単
で
あ

る
こ
と
、
悪
用
し
て
も
業
者
の
所

在
地
や
連
絡
先
が
特
定
さ
れ
に
く

い
こ
と
の
他
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
を
高
い
還
元
率
で
買
い
取
る
業

者
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

の
購
入
を
指
示
し
た
業
者
と
は
カ

ー
ド
番
号
を
伝
え
た
後
に
連
絡
が

取
れ
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

業
者
に
直
接
交
渉
し
て
返
金
を
求

め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。 

　
ま
た
、
「
被
害
を
回
復
し
て
あ

げ
る
」
「
漏
え
い
し
た
個
人
情
報

を
削
除
し
て
あ
げ
る
」
な
ど
と
言

っ
て
現
金
を
請
求
す
る
業
者
も
詐

欺
だ
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ネ
ッ

ト
検
索
し
た
情
報
を
全
て
信
用
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
連
絡
す
る
前
に
、
支
払
う
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
万
が
一
、
支
払
っ
て
し
ま
っ
て

も
、
声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、
警
察

に
被
害
を
届
け
る
行
為
が
、
新
た

な
被
害
者
を
つ
く
ら
な
い
一
助
と

な
り
ま
す
。 
      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

支
払
う
前
に
相
談
を
 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

多重債務者無料相談会 多重債務者無料相談会 
日時　１２月１２日（土）１３：３０～１６：３０ 

場所　姫路職員福利センター（姫路総合庁舎敷地内） 

面談方法　面接相談（事前予約制） 

予約・問い合わせ先 

　兵庫県中播磨消費生活創造センター　　０７９－２８１－６０２３ 

●文化センター行事予定（11/20～12/19） 

神崎学園 
日時：１２月３日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
　　　１２月１７日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

福寿学園 
日時：１２月３日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　１２月１０日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

老人大学一般教養講座（公開講座） 
日時：１２月１７日（木）　１３：２０～１５：００ 
演題：「エンディングノート～私の歩いた道、そしてこれから歩く道～」 
講師：相続手続き支援センター　米田貴虎さん 
サルビアセミナー（公開講座） 
日時：１１月２０日（金）　１３：３０～１５：００ 
演題：「真田幸村と戦国時代～２０１６年NHK大河ドラマ『真田丸』を通して～」 
講師：古典文学講師・バニラシティ代表　森田充代さん 
＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。どうぞ、お越しください。 

６ 



　
人
口
増
や
複
雑
多
様
化
す
る
社

会
の
進
展
に
よ
っ
て
、
政
治
は
全

員
が
参
加
し
て
決
定
す
る
直
接
政

治
か
ら
、
代
表
を
選
ん
で
運
営
す

る
間
接
政
治
に
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。 

　
日
本
国
憲
法
は
「
主
権
が
国
民

に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
」
政
治

は
「
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に

お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
す

る
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
。 

　
地
方
の
政
治
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
準

じ
て
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ

た
首
長
と
議
員
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
ま
す
。 

　
さ
て
、
町
長
と
議
員
補
欠
選
挙

は
１２
月
６
日
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
町
長
と
議
員
は
町
政
運
営
に
責

任
を
持
つ
点
は
共
通
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
は
違
っ
て
い

ま
す
。
町
長
は
議
会
に
提
案
す
る

条
例
案
や
予
算
案
を
作
り
、
議
会

で
決
定
し
た
内
容
を
執
行
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
提
出
し
た
議

案
を
審
議
し
決
定
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
決
定
す
る
権
限
は
議

会
に
あ
り
ま
す
。
議
員
は
日
常
活

動
や
議
案
審
議
を
通
し
て
、
町
政

や
町
長
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
公
正
な

町
政
運
営
の
見
張
り
役
を
果
た
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
町
長
と
議
員
の

役
割
を
分
け
て
い
る
の
は
、
独
裁

政
治
を
防
止
す
る
た
め
に
考
え
出

さ
れ
た
い
い
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
選
挙
に
な
れ
ば
、
候
補
者
は
政

策
や
公
約
を
発
表
し
、
有
権
者
は

候
補
者
の
人
格
と
主
張
を
し
っ
か

り
と
比
較
検
討
し
、
一
番
い
い
と

思
う
人
に
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
は
、
主
権
者
は
町
民
一
人
ひ
と

り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
選
挙
の

時
も
、
そ
う
で
な
い
と
き
も
、
町

民
は
選
ん
だ
代
表
が
し
っ
か
り
と

仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
見

守
り
、
励
ま
し
た
り
、
批
判
し
た

り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
町
長
も
議
員
も
白
紙
委
任
状
を

も
ら
っ
た
と
勘
違
い
し
て
、
公
約

違
反
を
し
た
り
、
町
民
の
願
い
に

逆
行
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。 

　
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 
町
長
と
議
会
議
員
の
選
挙 

第４１回 
遠野市産業まつり 

７ 

もち麦産地振興協議会 

家族や仲間で 
　もち麦を食する日 

≪作り方≫ 
①もちむぎ粉に水を少しずつ加え、好みの柔らかさ
に練る。たっぷりの湯の中にスプーンで落し入れ
て茹でる。色が変わり浮いてきたら取り出す。 
②大根、にんじん、里芋はいちょう切り、ごぼうは
ささがきにして水にさらす。こんにゃくは茹でて
から短冊切り、しいたけはうす切り、ねぎは小口
切り、鶏肉は一口大に切り、油揚げは短冊切りに
する。 
③鍋にごま油を入れ、鶏肉を炒め、焼き色がついた
ら火の通りにくい野菜から順に軽く炒める。だし
汁を加え、こんにゃく、油揚げも入れる。野菜が
柔らかくなったら味噌で調味する。 
④①のすいとんを加えて、ねぎを散らす。 

≪材料≫（６人分） 

もちむぎ粉...２００ｇ 

大根...１５０ｇ 

にんじん...５０ｇ 

里芋...２００ｇ 

ごぼう...５０ｇ 

こんにゃく...１００ｇ 

しいたけ...３枚 

ねぎ...１本 

鶏肉...２００ｇ 

油揚げ...１枚 

味噌...１００ｇ 

ごま油...大さじ１ 

だし汁...１２００cc

　旬の野菜をたっぷり入れて、 

身も心も温まる、懐かしい味の 

すいとん汁で、食欲の秋を満喫！ 



　
祖
父
が
死
ん
で
二
年
に
な
り
ま
す
。

中
学
一
年
生
、
一
学
期
の
終
業
式
の

日
、
僕
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
登
校

し
、
終
業
式
を
終
え
、
中
学
校
で
初

め
て
の
夏
休
み
を
目
の
前
に
た
く
さ

ん
の
期
待
と
宿
題
を
持
っ
て
、
帰
り

道
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。
交
差
点
で

友
だ
ち
と
別
れ
、
い
つ
も
通
り
に
家

が
見
え
る
道
ま
で
差
し
か
か
る
と
、

ど
こ
か
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
玄

関
の
前
に
は
人
、
そ
し
て
パ
ト
カ
ー

が
停
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
何
が
起
こ

っ
た
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
家
に
入
り

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
泣
き
崩
れ
る
母

と
暗
い
顔
を
し
て
い
る
兄
が
い
ま
し

た
。
混
乱
す
る
中
で
僕
は
兄
に
何
が

あ
っ
た
の
か
聞
き
ま
し
た
。
兄
は
た

っ
た
ひ
と
言
、 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
…
。
」 

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
言
で
す

べ
て
を
理
解
し
ま
し
た
。
後
で
聞
い

た
話
で
は
、
庭
で
松
の
木
の
剪
定
を

し
て
い
る
時
に
脚
立
か
ら
落
下
し
た

そ
う
で
す
。 

　
そ
の
次
の
日
に
葬
儀
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
霊
柩
車
に
棺
を
乗
せ
る
の
を

手
伝
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
重
く

感
じ
ま
し
た
。
葬
儀
が
淡
々
と
進
ん

で
い
く
に
つ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
実
感

が
湧
い
て
き
て
、
時
に
は
涙
が
こ
ぼ

れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
ふ
と
周
り
を
見
る
と
、

近
所
の
方
や
同
じ
地
区
の
方
、
見
た

こ
と
の
な
い
人
た
ち
ま
で
泣
い
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
と
き
に
僕
の

祖
父
は
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
人

に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。 

　
祖
父
の
話
は
も
う
聞
け
ま
せ
ん
。

祖
父
の
顔
は
も
う
見
ら
れ
ま
せ
ん
。 

　
み
な
さ
ん
は
家
族
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
か
。
確
か
に
家
族
と
い
え
ど

相
手
は
人
間
で
す
。
意
見
が
食
い
違

う
こ
と
も
あ
る
し
、
ケ
ン
カ
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、

最
初
は
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
言

い
ま
し
ょ
う
。
一
つ
残
ら
ず
、
す
べ

て
相
手
に
ぶ
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ
の

上
で
、
正
し
い
答
え
を
見
つ
け
た
ら

い
い
の
で
す
。
以
前
、
校
長
先
生
の

お
話
に
こ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
「
『
正
し
い
』

と
い
う
文
字
は
、

一
旦
止
ま
る
と
書

い
て
正
し
い
と
い

う
字
に
な
る
。
」

そ
う
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
少

し
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
親
や
兄
弟
と
ケ
ン
カ
を
し
た

と
き
、
ケ
ン
カ
と
い
う
の
は
互
い
の

意
見
が
違
っ
た
と
き
に
起
こ
る
も
の

だ
か
ら
、
自
分
に
は
自
分
の
言
い
分

が
あ
り
ま
す
。
相
手
の
言
い
分
は
認

め
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
ん

な
と
き
、
「
一
旦
止
ま
っ
て
」
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
果
た
し
て
自
分
に

悪
い
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
、

相
手
の
言
い
分
に
も
一
理
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
…
そ
う
思
え
た
な

ら
も
う
一
度
伝
え
た
い
こ
と
を
す
べ

て
伝
え
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

正
し
く
な
る
は
ず
で
す
。
つ
ま
り
、

「
一
旦
止
ま
る
」
と
い
う
考
え
方
は

す
べ
て
の
人
間
関
係
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
家
族

を
大
切
に
思
え
る
、
家
族
か
ら
大
切

に
思
わ
れ
る
人
に
な
れ
る
と
思
い
ま

す
。 

　
人
は
な
く
な
っ
て
初
め
て
そ
の
も

の
の
大
切
さ
に
気
づ
き
ま
す
。
時
間

も
、
お
金
も
、
物
も
失
っ
て
初
め
て

気
づ
き
ま
す
。
そ
の
も
の
が
大
切
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
な
く
な
っ
て
か

ら
そ
の
重
要
性
に
気
づ
き
ま
す
。
で

も
、
家
族
や
友
だ
ち
は
失
っ
て
か
ら

で
は
遅
い
の
で
す
。
大
切
な
も
の
は

い
つ
な
く
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

大
切
だ
と
思
っ
て
い
な
く
て
も
、
な

く
な
っ
た
ら
大
切
さ
に
気
づ
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
身
の
回
り

の
一
つ
一
つ
の
こ
と
、
今
ま
で
は
気

に
し
な
か
っ
た
小
さ
な
こ
と
も
失
う

前
に
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
で
は
、
ど
う
し
た
ら
そ
ん
な
小
さ

い
こ
と
ま
で
大
切
に
で
き
る
の
か
。

そ
れ
も
ま
た
「
一
旦
止
ま
っ
て
」
考

え
る
こ
と
で
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ

た
大
切
さ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。
今
し
か
な
い
こ
の
時

間
を
、
今
し
か
な
い
周
り
の
み
ん
な

を
、
一
つ
一
つ
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
よ
り
よ
い
学
校
生
活
に
、
充
実
し

た
人
生
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

僕
は
、
昔
か
ら
自
分
の
家
族
は
と
て

も
い
い
家
族
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
で
い
い
の
で
、
み
な
さ
ん
も

自
分
の
家
族
を
大
切
に
思
え
る
日
が

く
る
こ
と
を
願
っ
て
終
わ
り
ま
す
。 

家
族
の
大
切
さ 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　 

小
國
晴
香 福崎町 

田原小学校５年　梶原康平 

福崎小学校６年　新在家ゆりか 

福崎東中学校３年　青田祐奈 

怖
い
の
は
　
誰
も
が
注
意
を 

　
し
な
い
こ
と 

福
崎
東
中
学
校
３
年
　 

多
田
紗
也
佳 

み
ん
な
な
か
ま
　
て
を
つ
な
ご
う
よ 

　
い
い
き
ぶ
ん 高

岡
小
学
校
２
年
　
　 

平
岡
溜
唯 

手
を
つ
な
ぎ
　
い
っ
し
ょ
に
笑
え
ば 

　
仲
良
し
に 

田
原
小
学
校
６
年
　
　 

齋
藤
朋
佳 

守
り
た
い
な
　
み
ん
な
の
笑
顔 

　
や
さ
し
い
心 八

千
種
小
学
校
６
年
　 

青
田
健
太
郎 

８ 



健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
時
は 

必
ず
お
届
け
を
！
　
　
　
　 

保
険
税
は
必
ず
期
限
内
に 

納
め
て
く
だ
さ
い
　
　
　 

こ
ん
な
時
も
給
付
が
あ
り
ま
す 

〜
移
送
費
が
か
か
っ
た
時
〜 

●
社
会
保
険
等
を
脱
退
し
て
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合 

退
職
、
会
社
の
保
険
の
扶
養

を
は
ず
れ
た
時
な
ど 

●
社
会
保
険
等
に
加
入
し
て
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
場
合 

就
職
、
会
社
の
保
険
の
扶
養

に
な
っ
た
時
な
ど 

    

　
病
院
な
ど
保
険
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
時
の
医
療
費
は
、
保
険
医

療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負

担
金
の
ほ
か
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
や
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
税
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
保
険
税
は
大
切
な
財
源
で
す
。

必
ず
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

＊
保
険
税
を
滞
納
す
る
と 

　
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
有
効

期
限
が
短
い
被
保
険
者
証
を
交
付

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

＊
納
付
が
困
難
な
時
は
ご
相
談
を 

　
災
害
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
時
は
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
減
額

や
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

    

　
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
や
む
を

得
ず
重
病
人
の
入
院
や
転
院
な
ど

の
移
送
に
費
用
が
か
か
っ
た
時
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
移
送

に
要
し
た
費
用
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

要
件 

・
療
養
す
る
こ
と
と
な
っ
た
原
因

の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
移
動
が

困
難
で
あ
る
こ
と 

・
医
師
の
指
示
に
よ
り
一
時
的
・

緊
急
的
に
移
送
が
必
要
で
あ
る

こ
と 

※
医
師
の
意
見
書
が
必
要
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

・
保
険
の
資
格
に
関
す
る
こ
と 

　
健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

　
（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

・
保
険
税
に
関
す
る
こ
と 

　
税
務
課
　
国
保
税
係 

　
（
内
線
３
４
２
） 

柔道整復師（接骨院等）に 
よる施術を受る方へ 

柔道整復師（接骨院等）に 
よる施術を受る方へ 

　接骨院等で施術を受ける場合、健康保険の対象となる

場合とならない場合があります。単なる肉体疲労や肩こ

りなどは対象とならず、全額自己負担になりますのでご

注意ください。 
 

○健康保険が使える場合 

打撲・捻挫 

骨折・脱臼（医師の同意が必要です） 

○健康保険が使えない場合 

・日常生活のなかの疲れや肩こり・腰痛・体調不良な

ど 

・他の医療機関で治療中の部位について同じ時期に施

術を受ける場合 

・あんま・マッサージの代わりの利用 
 

　施術を受ける場合、「療養費支給申請書」に署名をし

なければなりません。負傷原因、傷病名などに誤りがな

いか確認をしてから署名してください。 

　施術の受け方を正しく理解することで、医療費の適正

化、保険税の上昇抑制にもつながります。 

　なお、柔道整復師にかかった方に、負傷の原因や施術

内容等について照会をさせていただく場合があります。 

特
定
疾
病
患
者
の
方
へ 
国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ん
へ 

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す 

対
象
者 

　
兵
庫
県
か
ら
「
特
定
医
療
費 

（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
」
ま
た

は
「
特
定
医
療
費
（
小
児
慢
性
）

受
給
者
証
」（
１２
月
１
日
時
点
で

有
効
期
間
内
の
も
の
）の
交
付
を

受
け
て
い
る
方 

申
請
に
必
要
な
も
の 

○
受
給
者
証 

○
印
鑑 

○
振
込
先
口
座
を
確
認
で
き
る
も

の
（
通
帳
な
ど
） 

受
付
期
間 

１２
月
１
日（
火
）〜
２５
日（
金
） 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
４
） 

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を
１１
月
下
旬
に
簡
易
書
留
で
世

帯
ご
と
に
お
送
り
し
ま
す
。 

　
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
１１
月
３０
日
で
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
１２
月
以
降
に
医
療
機
関
等
に
か
か

ら
れ
る
時
は
、
必
ず
新
し
い
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法

が
確
立
し
て
い
な
い
特
定
疾

病
に
か
か
っ
て
い
る
方
に
対

し
、
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。 

ねんざ 

だっきゅう 

９ 



１０ 

個人番号カードの申請は『任意』です 個人番号カードの申請は『任意』です 

個人番号カードの申請をされる方へ 個人番号カードの申請をされる方へ 

　マイナンバー『通知カード』（紙製）が１１月下旬に郵送
されます。 
　通知カードは、あなたの個人番号をお知らせするため

のカードであり、『個人番号カード』（プラスチック製）とは別のカード
になります。（右図参照） 
　通知カードが届いてから、個人番号カードの申請をすることができ
ます。申請は任意です。必要な時に申請してください。 
 
　通知カードは他人に見せることなく大事に保管してください。住所
や氏名変更の手続きをする時は、必ず持参してください。 
 
　個人番号カードは、本人確認の身分証明書となるほか、電子申告 
（e-tax）時などに必要となるものです。 

　マイナンバーの提示と本人確認が同時に必要な

場面、個人番号カードがあれば１枚で済みます。 

　初回の交付手数料は無料ですが、紛失その他に

伴う再交付手数料は有料です。 

　申請方法は、３通りあります。 

□通知カードと一緒に届く申請書に必要事項を記

入し、写真を貼り付け、返信用封筒に入れポス

トへ投函する。 

□スマートフォンのカメラで顔写真を撮影し、交

付申請書のQRコードを読み取り申請用WEBサ

イトにアクセスし申請する。 

□デジタルカメラ等で顔写真を撮影し、申請に使

用するパソコンに保存する。申請用WEBサイ

トにアクセスし、メールアドレスを登録して申

請する。 

【通知カード】 

【個人番号カード】 

　写真は本人を特定する大事なものです。

パソコン等で絶対修正しないでください。 

　受け取り時に本人と判定しがたい写真の

場合は、『顔認証システム』により判定す

ることになります。本人と認識されない場

合は、写真を撮り直し、再度申請していた

だくことになります。 

　申請は各自でしてください。交付時に役場の窓口

に来ていただき、本人確認の上、個人番号カードを

交付します。 

お問い合わせは、住民生活課まで（内線３７４・３７６） 

顔写真のチェックポイント 

サイズ 
（縦４.５㎝×横３.５㎝） 
・最近６ケ月以内に撮影 
・正面、無帽、無背景 
・裏面に氏名、生年月日を 
　記入してください。 

・顔が横向きのもの。　　・・無背景でないもの。 
・正常時の顔貌と著しく異なるもの。 
・背景に影のあるもの。 
・ピンボケや手振れにより不鮮明なもの。 
・帽子、サングラスをかけ人物を特定できないもの。 



１１ 

　福崎小学校では町主催の朝ごはんコンテスト

をきっかけに、数年前から、５・６年生の夏休

みの課題として、朝食作りに挑戦しています。

おうちの方に手伝ってもらいながらも、自分で

朝食を作ることを通して、毎日朝食を作ってく

ださる家族に感謝し、朝食を毎日しっかり食べ

ることの大切さを家族みんなで再確認するきっ

かけになっているようです。 

　ちなみに朝ごはん作りの合言葉は、“手早く、

おいしく、バランスよく”です。どの作品も思

わず「いただきます！」と言いたくなる素晴ら

しいものでした。今年の印象は、「とってもボ

リューミー」で、年々進化している福小っ子の

朝ごはんに期待しています☆ 

『福崎小学校朝ごはんコンテスト』 『福崎小学校朝ごはんコンテスト』 食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 福崎小学校では、今年も 

“朝ごはんコンテスト”を 
実施しました！ 

　もち麦の作付時期がやってきました。 

　種まき前には、土づくり肥料を散布し、排水を良くす

るための排水溝を作ります。 

　１１月中旬に、トラクターの後ろにつけた播種機で種を

まくと、２週間ほどで、可愛い芽が出て

きます。 

　「良質なもち麦をたくさん収穫し

たい」と生産者一同、作業に励ん

でいます。 

　今年は、６つの営農組合と４

人の個人農家で、約４０haの

もち麦を作ります。 

（農）板坂営農組合では、 
耕しながら同時に、溝掘りが 
できるように、新しい方法を試しています。 

溝堀機で田んぼの周りに排水溝を作ります。 



平成２７年度 全国学力・学習状況調査の結果 
　平成１９年度から実施している全国学力・学習状況調査が、今年は国語・
算数（数学）に理科を加えた３教科５分野で、全国すべての小中学校（小
学６年生・中学３年生）で実施されました。今回の本町の子どもたちは、
小学校・中学校ともすべての分野で全国平均を上回りました。素晴らし
いことです。ただし、本調査は、学力の一部を調査したものであり、す
べての教科が同様であると証明できかねます。しかし、頑張っているこ
とは高く評価できます。また、同時に行いました生活調査についても参
考にしてください。 
　教育委員会･各小中学校においては、現状を評価しつつも、今回の分
析と今後の対策を考えて、他教科でも同じような成績が上げられるよう
さらなる指導力の向上に励みます。 

◆学力調査について 

◆生活調査より 

※Ａは基本力を見る問題。Ｂは応用力を見る問題。 
※指数は全国平均を１００としています。 
※正答率の全国平均より±５．０以内は、水準となっています。 

◎よくできている項目 
　・難しいことでも失敗を恐れず挑戦する。 
　・いじめはどんな理由があってもいけない。 
　・ものごとを最後までやり遂げている。 
　・学校の宿題はよくしている。 
　・自然の中で遊んだり観察をしている。 

◎気になる項目 
　・家庭での予習学習の時間がもう少しほしい。 
　・感想文を書くのが苦手である。 
　・解き方や考え方をあまりノートしていない。 
　・解答時間に余裕が持てない。 

・小学校での基礎の定着が、中学校での後ろ伸
びに繋がっている。 
・問題に対する無回答が激減した。（最後まで
諦めず問題に取組む姿勢が向上している。） 
・学習支援員の配置により、きめ細かな指導が
できている。 
・総じて、記述式問題が不得手である。 
・生活実態からは、数年来同じような傾向が見
られる。（・朝食を毎日食べている。・保護者
の学校行事への参加は多い。・地域の行事に
よく参加している。・人の役に立つ人間にな
りたい。・学校に行くのは楽しい。・休日の
勉強時間が少ない。・長い文章をまとめるの
が苦手である。） 

◎総括◎ 
・町学力向上委員会･各学校で現状分析をしっか
りし、学力向上に向けた学習指導･生活指導を
高める。 
・自ら学ぶという能動的な姿勢を育成する。その
ため、授業中にノートをしっかりとり、整理さ
せる。 
　さらに、今後も、町支援による少人数学習や複
数指導によるきめ細やかな指導をする。 
・読書習慣の定着と感想文やまとめを書き、書く
力や人の考えを理解する能力をつける。 
・保護者にも、引き続き子どもの家庭学習の充実
や落ち着いた家庭生活への支援をお願いしていく。 
・携帯やスマホの使用については、児童会や生徒
会で決めた約束事をしっかり守らせる。 

◎今後の対応◎ 

全　国 

兵庫県 

福崎町 

指　数 

文科省基準 

国語Ａ 

７０．０ 

７０．１ 

７５．１ 

１０７．３ 

水準以上 

国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 

６５．４ 

６５．５ 

６７．６ 

１０３．４ 

水準内 

７５．２ 

７５．２ 

７７．４ 

１０２．９ 

水準内 

４５．０ 

４６．９ 

４６．２ 

１０２．７ 

水準内 

理科 

６０．８ 

６０．３ 

６０．９ 

１００．２ 

水準内 

■小学校正答率［公立のみ］ （単位：％） （単位：％） 

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

■中学校正答率［公立のみ］ 

全　国 

兵庫県 

福崎町 

指　数 

文科省基準 

７５．８ 

７７．１ 

８３．０ 

１０９．５ 

水準以上 

６５．８ 

６５．９ 

７０．７ 

１０７．４ 

水準内 

６４．４ 

６７．１ 

７４．９ 

１１６．３ 

水準以上 

４１．６ 

４２．８ 

４８．２ 

１１５．９ 

水準以上 

理科 

５３．０ 

５３．３ 

６０．７ 

１１５．９ 

水準以上 

１２ 



福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
日
本
民
俗
学
の
父
と
称
さ
れ
る

柳
田
國
男
に
は
、
松
岡
鼎
と
い
う

兄
が
い
ま
す
。 

　
鼎
は
松
岡
家
の
長
男
と
し
て
、

松
岡
家
と
國
男
を
は
じ
め
と
す
る

弟
た
ち
を
支
え
続
け
ま
し
た
。 

　
記
念
館
で
は
、
福
崎
で
教
育
者

と
し
て
つ
と
め
た
後
、
医
学
の
道

へ
と
進
み
、
さ
ら
に
地
方
政
治
家

と
し
て
も
活
躍
し
た
鼎
の
功
績
を
、

遺
さ
れ
た
資
料
や
写
真
で
紹
介
す

る
展
示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
資
料
を
通
し
て
、
幕
末
・
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
激
動
の
時
代
を
生

き
抜
い
た
松
岡
鼎
の
生
涯
に
ふ
れ

て
く
だ
さ
い
。 

　
鼎
は
、
教
員
を
養
成
す
る
た
め

の
学
校
で
あ
る
師
範
学
校
に
入
学

し
ま
し
た
。 

　
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
に
飾

磨
県
の
教
員
試
験
に
合
格
し
、
小

学
校
の
教
員
に
な
り
ま
し
た
が
、

ふ
た
た
び
師
範
学
校
で
学
ぶ
道
を

選
び
、
県
内
の
ト
ッ
プ
校
で
あ
る

神
戸
師
範
学
校
（
現
神
戸
大
学
）

へ
と
進
み
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
鼎
は
、
寄
宿
舎
生
活
を

送
り
な
が
ら
学
業
に
励
み
、
明
治

１１
年
、
第
１
期
生
と
し
て
神
戸
師

範
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
、
　
川
に

戻
り
、
昌
文
小
学
校
（
現
田
原
小

学
校
）
の
校
長
と
な
り
ま
し
た
。 

68

１３ 

いよいよ 
11月23日（月・祝）まで！ 
千葉から里帰りした鼎の資料を、　 
　福崎で一堂に見られる展示です。 

会　　場　柳田國男・松岡家記念館 
休 館 日　月曜日、祝日の翌日 
開館時間　９：００～１６：３０ 

開催中 入館無料 

飾
磨
県
教
員
試
験
合
格
証
書 

　
明
治
９
年
３
月
１６
日 

兵
庫
県
小
学
準
訓
導
辞
職
願
書 

　
明
治
１０
年
１
月
１０
日 

し
は
ん 

し
ょ
う
ぶ
ん 

神
戸
師
範
学
校
小
学
師
範
学
科 

第
二
級
卒
業
証
書 

　
明
治
１１
年
２
月
２８
日 



１４ 

　
校
長
と
な
っ
た
鼎
で
し
た
が
、

教
員
を
辞
め
、
医
者
を
め
ざ
し
て

勉
強
を
し
ま
し
た
。
当
時
、
家
が

貧
し
く
、
高
価
な
医
学
書
が
買
え

ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
鼎
は
、
友
人
か
ら
医

学
書
を
借
り
て
、
ノ
ー
ト
に
写
し

て
勉
強
を
し
、
医
科
大
学
を
め
ざ

し
ま
し
た
。 

　
鼎
は
、
医
療
だ
け
で
な
く
、
日

本
赤
十
字
事
業
や
郡
制
事
業
に
も

尽
力
し
、
政
治
活
動
に
も
加
わ
っ

て
い
き
ま
す
。 

　
亡
く
な
る
７
年
前
に
あ
た
る
昭

和
２
年
（
１
９
２
７
）
に
は
、
６８

歳
で
布
佐
町
長
に
当
選
し
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
利
根
川
に
は
じ
め
て

か
か
る
橋
の
建
設
に
着
工
し
ま
し

た
。
こ
の
橋
の
名
前
は
栄
橋
と
い

い
、
井
上
通
泰
が
名
づ
け
ま
し
た
。 

　
鼎
は
、
親
代
わ
り
と
し
て
、
弟

た
ち
を
見
守
り
、
支
え
続
け
ま
し

た
。 

　
兄
の
も
と
に
は
、
弟
た
ち
が
互

い
の
近
況
報
告
や
お
礼
を
伝
え
た

書
簡
や
葉
書
、
研
究
成
果
を
ま
と

め
た
著
書
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
１
つ
が
「
松
岡
兄
弟
寄
せ

書
き
」
で
す
。
こ
れ
は
柳
田
國
男

の
送
別
会
で
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

五
兄
弟
全
員
が
そ
ろ
っ
た
席
で
、

通
泰
と
國
男
は
短
歌
、
静
雄
は
四

字
熟
語
、
映
丘
は
舟
と
船
頭
の
絵

を
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
せ
書
き
し
、
兄

の
鼎
に
贈
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
鼎
は
寄
せ
書
き

を
は
じ
め
、
弟
た
ち
か
ら
贈
ら
れ

た
も
の
を
大
事
に
保
管
し
て
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
鼎
の
も
と
に
は
、
兄
弟

の
幼
少
期
か
ら
学
生
時
代
に
か
け

て
の
姿
や
五
兄
弟
が
そ
ろ
っ
た
写

真
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
こ
か
ら
、
弟
た
ち
の
成
長
を

見
守
る
鼎
の
気
持
ち
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

布
佐
町
幹
事
嘱
託
任
命
書 

　
昭
和
２
年
７
月
３
日 

建
設
中
の
栄
橋 

　
昭
和
３
年
〜
５
年
こ
ろ 

松
岡
兄
弟
寄
せ
書
き 

（
右
か
ら
井
上
通
泰
、
柳
田
國
男
、 

　
松
岡
静
雄
、
松
岡
映
丘
） 

　
大
正
１１
年
４
月
２４
日 

井
上
通
泰
写
真 

　
明
治
１７
年 

國
男
・
輝
夫
・
静
雄
写
真
（
左
か
ら
） 

　
明
治
３１
年 

松
岡
兄
弟
写
真 

【
前
列
】
左
か
ら
輝
夫
、
鼎
、
松
嵜
重 

　
　
　
　
　
　（
※
嵜
は
崎
の
異
体
字
） 

【
後
列
】
左
か
ら
國
男
、
静
雄 

　
明
治
３２
年
１１
月
２５
日 

り
ょ
う
う
ん
ど
う 

さ
か
え
ば
し 

ふ
　
さ 

医
学
書
を
写
し
た
ノ
ー
ト
『
彪
氏 

外
科
総
論
』
上
（
当
館
蔵
） 

　
明
治
１７
年
５
月 

ひ
ょ
う
し 

※当館蔵以外の写真は、すべて個人蔵 

　
２７
歳
の
と
き
に
医
者
に
な
っ
た

鼎
は
、
３４
歳
で
現
在
の
千
葉
県
我

孫
子
市
布
佐
で
凌
雲
堂
医
院
を
開

業
し
ま
し
た
。 

　
鼎
は
、
診
療
だ
け
で
な
く
、
正

し
い
病
気
の
予
防
対
策
を
伝
え
る

活
動
や
継
続
的
に
啓
発
活
動
が
で

き
る
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。 



　
柳
田
國
男
の
最
晩
年
の
著
作
で

あ
る
『
故
郷
七
十
年
』
に
は
、
國

男
が
　
川
で
暮
ら
し
た
こ
ろ
の
思

い
出
が
、
た
く
さ
ん
語
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
、
幼

い
國
男
が
、
北
条（
現
加
西
市
北

条
町
）ま
で
の
道
の
り
を
往
復
し

た
と
き
の
話
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、
國
男
が
１０
歳
に
も
な

ら
な
い
頃
。
　
川
に
は
ま
だ
郵
便

局
が
な
く
、
兄
か
ら
の
送
金
は
、

北
条
の
郵
便
局
に
届
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
父
の
操
は
金
銭
の
扱
い

に
疎
く
、
母
の
た
け
も
体
が
弱
か

っ
た
た
め
、
國
男
は
両
親
の
代
わ

り
に
、
何
度
も
北
条
の
郵
便
局
ま

で
お
金
を
受
け
取
り
に
い
っ
た
と

い
い
ま
す
。 

　
『
故
郷
七
十
年
』
で
は
、
送
金

元
を
茨
城
県
に
住
む
長
兄（
鼎
）だ

と
言
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
こ

の
頃
、
鼎
は
医
者
に
な
る
た
め
に
、

東
京
大
学
医
学
部
別
課
に
在
籍
し

て
い
た
は
ず
で
す
。
鼎
は
医
学
を

学
び
な
が
ら
働
い
て
、
お
金
を
送

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る

い
は
、
当
時
大
阪
で
働
い
て
い
て
、

明
治
１６
年（
１
８
８
３
）に
亡
く
な

っ
た
、
次
男
俊
次
か
ら
の
送
金
を
、

鼎
か
ら
の
も
の
と
思
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
國
男
は
、
母

親
か
ら
、
お
金
を
入
れ
る
腹
巻
を

作
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
に
は
か

な
り
の
距
離
で
あ
ろ
う
、
２
里（
約

８
㎞
）の
道
の
り
を
、
て
く
て
く

と
歩
い
て
行
っ
た
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
行
き
は
と
も
か
く
、

一
家
の
家
計
を
支
え
る
お
金
を
預

か
っ
て
の
帰
り
道
は
、
幼
い
國
男

に
と
っ
て
、
恐
ろ
し
い
道
の
り
だ

っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
　
川

と
北
条
の
間
に
は
、
「
郡
境
の
所

に
大
き
な
池
が
三
つ
ほ
ど
あ
り
、

淋
し
い
、
追
剥
ぎ
の
出
そ
う
な 

所
」
も
あ
っ
た
の
で
す
。 

　
そ
こ
で
國
男
は
、
北
条
の
外
れ

に
あ
る
、
榁
の
生
け
垣
が
め
ぐ
ら

し
て
あ
る
家
の
前
で
、
頼
り
に
な

り
そ
う
な
人
が
通
り
か
か
る
の
を

待
っ
て
、
そ
の
後
を
つ
い
て
　
川

ま
で
帰
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

　
後
年
、
國
男
は
国
内
の
み
な
ら

ず
、
世
界
各
国
を
旅
し
て
い
ま
す
。

旅
を
愛
し
た
國
男
の
、
最
初
の 

「
旅
」
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
こ

の
　
川
〜
北
条
間
の
道
の
り
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
と
こ
ろ
で
、
福
崎
と
加
西
を
結

ぶ
道
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

　
川
と
北
条
の
位
置
を
踏
ま
え
れ

ば
、
こ
の
と
き
國
男
が
通
っ
た
の

は
、
現
在
の
県
道
三
木
宍
粟
線
に

相
当
す
る
道
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
郡
境
で
池
が
あ
る
と
こ
ろ
、

と
い
う
記
述
か
ら
、
國
男
が
「
追

剥
ぎ
が
出
そ
う
」
と
思
っ
た
の
は
、

福
崎
町
の
東
大
貫
か
ら
加
西
市
の

畑
町
に
か
け
て
の
一
帯
だ
っ
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
道
は
、
今
日
で
は
福
崎
町

と
加
西
市
を
結
ぶ
主
要
道
路
で
あ

り
、
交
通
量
も
多
く
、
道
沿
い
に

は
家
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
昨
年
、
地
域
連
携
セ
ン
タ

ー
が
、
東
大
貫
で
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
と
は
全

く
異
な
る
大
貫
の
姿
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
と
き
の
調
査
で
は
、 
 

○
福
崎
と
加
西
の
境
の
周
辺
は
、

昔
は
、
福
崎
側
は
民
家
が
３
軒

し
か
な
く
、
加
西
側
に
は
ほ
と

ん
ど
家
が
な
く
、
怖
か
っ
た
。 

○
い
た
ず
ら
を
す
る
と
、
「
大
貫

に
連
れ
て
行
く
ぞ
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
あ
の
辺
り
は
、

追
剥
ぎ
が
出
る
と
い
う
話
を
聞

い
て
い
た
の
で
怖
か
っ
た
。 

○
柳
田
國
男
が
「
追
剥
ぎ
が
出
そ

う
」
と
言
っ
た
の
は
、
感
覚
と

し
て
よ
く
わ
か
る
。 

 

　
と
い
う
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
２３
年（
１

９
４
８
）の
航
空
写
真（
『
福
崎
町

史
』
第
一
巻
付
図
）を
見
て
み
る

と
、
東
大
貫
の
鴻
ノ
池
の
東
側
に

は
、
民
家
ら
し
き
も
の
は
見
あ
た

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
調
査
結
果

を
踏
ま
え
れ
ば
、
昭
和
初
期
に
は
、

ま
だ
郡
境
の
辺
り
は
、
明
治
の
初

め
に
國
男
が
見
た
の
と
同
じ
よ
う

な
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
地
域
連
携
セ
ン
タ

ー
で
は
、
福
崎
町
の
各
所
で
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
地
域
の
方
の
ご
協
力

の
も
と
、
伝
承
や
行
事
、
交
通
や

農
業
な
ど
、〈
身
近
な
歴
史
〉
に
か

ん
す
る
情
報
を
た
く
さ
ん
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
〈
身
近
な
歴
史
〉
の
も
と
に

な
る
皆
さ
ん
の
記
憶
の
中
に
は
、

今
回
の
お
話
の
よ
う
に
、
は
る
か

昔
の
よ
う
に
思
え
る
、
國
男
が
　

川
で
暮
ら
し
た
時
代
の
風
景
が
垣

間
見
え
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。 

　
今
後
も
、
聞
き
取
り
調
査
を
通

じ
て
、
福
崎
町
の
〈
身
近
な
歴
史
〉

を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

第１５話 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

松
岡
國
男
が
歩
い
た
道 

う
と 

か
な
え 

む
ろ お

い
は 

こ
う
の
い
け 

さ
び 

１５ 

現在の県道三木宍粟線（鴻ノ池付近） 



開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２７
年
１１
月
５
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

68
２２ ２２ ２２ 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

市
　
川 

《付近見取図》 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　川　川 
バス停バス停 
　川 
バス停 
　
川
信
号 

　
福
崎
町
で
は
、
柳
田
國
男
の
功

績
を
生
か
し
、
日
本
民
俗
学
の
さ

ら
な
る
発
展
を
願
っ
て
、
平
成
２４

年
度
か
ら
日
本
民
俗
学
会
の
研
究

奨
励
賞
に
副
賞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
賞
は
、
３５
歳
未
満
の
次
世
代

の
民
俗
学
を
担
う
若
手
研
究
者
に

授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
今
年
は
、
金
子
祥
之
さ
ん
（
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
　

特
任

研
究
員
）
の
論
文
『
災
害
格
差
を

均
衡
化
す
る
仕
組
み
と
し
て
の
水

利
慣
行
―
利
根
川
下
流
域
・
布
鎌

地
域
に
お
け
る
水
害
受
容
の
論
理

―
』
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
年
会
１
日
目
（
１０
月
１０
日
）
に

研
究
奨
励
賞
授
賞
式
が
行
わ
れ
、

福
崎
町
賞
・
金
１０
万
円
を
贈
り
ま

し
た
。 

　
な
お
、
受
賞
論
文
は
柳
田
國
男

記
念
館
と
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー 

（
役
場
・
図
書
館
・
八
千
種
研
修

セ
ン
タ
ー
）で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　
年
会
３
日
目
（
１０
月
１２
日
）
の

見
学
会
で
は
、
　
川
界
隈
へ
４２
人

の
民
俗
学
研
究
者
が
来
訪
さ
れ
ま

し
た
。
柳
田
國
男
の
学
問
の
原
点

と
な
っ
た
、
柳
田
國
男
生
家
、
三

木
家
住
宅
な
ど
、『
故
郷
七
十
年
』

ゆ
か
り
の
地
を
探
索
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
本
民
俗
学
会
の
年
会
（
学
術
大
会
）
が
、
１１
年
ぶ
り
に
兵
庫
県
（
今

回
の
会
場
は
、
関
西
学
院
大
学
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

柳
田
國
男
ゆ
か
り
の
「
日
本
民
俗
学
会
」 

日本民俗学会のみなさんを　　　　 
フクちゃん、サキちゃんもお出迎え 

　
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
を
伝

え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
郷
土
の
地
域
歴

史
遺
産
を
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
未

来
へ
守
り
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

１１
月
は 

文
化
財
保
護 

強
調
月
間
で
す 

東広畑古墳 

１６ 

特別展「戦後70年　福崎と戦争の記憶」開催中 

会　　場　歴史民俗資料館 

開館時間　９:００～１６:３０ 

入 館 料　無料 

休 館 日　月曜日、祝日の翌日 

受賞者の金子さん（右）と　寄教育長 



★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
１１月１７日（火）　　場所：文化センター　１階　和室 
次回１２月１５日（火）場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
１１月１２日（木）・１２月１０日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、
身体遊びなどを楽しみます。 
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
１２月３日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターな
どを通して、ことばやおはなしの世界を広げましょう。 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

　にこにこひろばで子どもを遊ばせながら子育て
のお話を聞きませんか？ 
　日頃の『困った』を解決するヒントがたくさん
あると思いますよ。 
日時　１１月１８日（水）１０:００～１１:３０ 
場所　にこにこひろば 
講師　スマイルマム　岩木和子さん 
対象　未就園の子どもとその保護者 
申込先　にこにこひろば 

～楽しい子育てでスマイルアップ！～ 

日　程 

１１月１０日（火） 

１１月１３日（金） 

１１月１６日（月） 

１１月１９日（木） 

１１月２６日（木） 

１１月２７日（金） 

実施場所 日　程 

１２月２日（水） 

１２月７日（月） 

１２月１１日（金） 

実施場所 

加治谷公民館 

南大貫公民館 

新町公民館 

　川公民館 

西野公民館 

田尻公民館 

八千種幼児園 

八反田公民館 

高岡幼児園 

※時間　１０：００～１１：００ 
※どこの公民館にもご参加 
　いただけます 

★おひさまらんどでクリスマス 
～親子でいっしょに“クリスマスリース”を 
　作りましょう。お楽しみがいっぱいですよ～ 
日時　１２月１４日（月）・１５日（火）・１８日（金） 
　　　時間はいずれも１０：００～１1：３０ 
場所　おひさまらんど 
対象　未就園の子どもと 
　　　その保護者 
定員　各日とも１０組 

★にこにこひろばでクリスマス 
～人形劇を親子でいっしょに楽しみ、 
　　　　クリスマス会に参加しませんか？～ 
日時　１２月２１日（月）１０：００～１１：００ 
場所　にこにこひろば 
　　　人形劇公演　井出るみ子さん 
対象　未就園の子どもとその保護者 
定員　２０組 

※申込みは、どちらもおひさまらんどで１１／１７（火）より受け付けます。定員になり次第受付を終了します。 

１７ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　相続等で農地の権利を取得したときは、農地法第３条の３の規定にも

とづき、農地のある市町の農業委員会に、その旨の報告をしなければな

りません。これは、相続された農地が使われなくなり遊休農地化したり、

農業委員会でその把握ができなくなることを解消し、農地の有効利用につなげるのが目的です。権利を取

得された方が、営農をされてない場合や、地元を離れて遠方に住んでいる方でも対象になりますので、届

出をお願いします。 

問い合わせ先　 
　福崎町農業委員会事務局　 
　（農林振興課内・内線３１３） 

相続等で農地を取得したときは 
届出が必要です！！ 

※届出をしなかったり、虚偽の届出をした場合には、罰則の規定
があります。（１０万円以下の過料：農地法第６９号） 

※この届出によって権利取得の効力を発生させるものではありま
せん。権利を変更させるには、法務局での手続きが必要です。 

届出 届出 届出 

農業委員会 

届出が必要な方 

取得した農地のある市町の農業委員会 

●農地の相続（遺産分割・包括遺贈を含む）、 
　時効取得などで農地の権利を取得した方 

１８ 

「香福橋」橋梁補修工事 
のお知らせ 

「香福橋」橋梁補修工事 
のお知らせ 

「香福橋」橋梁補修工事 
のお知らせ 

　福崎町南田原地内、市川に架かる町道東大貫溝口線 
「香福橋」の補修工事を行います。 
　工事中は、交通規制を行いますので、迂回にご協力をお
願いします。 
　通行者の皆様には、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。 

●片側交互通行（車両のみ） 

　平成２７年１１月２日（月）～１１月下旬（予定） 

●一方通行（車両のみ） 

　平成２７年１１月下旬（予定） 

　～平成２８年３月２５日（予定） 
　※交通規制は、終日（２４時間）です。 

●歩行者・自転車は終日通行 

　可能です。 
　※天候や工事の進捗により規制期間 
　　を変更する場合があります。 
　　実施日が決定次第、現場の看板と 
　　福崎町HPにてお知らせいたします。 問い合わせ先 

福崎町役場　まちづくり課　　２２－０５６０ 
担当　土木係　内線（３３２） 

※規制時は、国道３１２号から香福橋（福
崎町方面）への進入ができません。
迂回をお願いします。 

実施予定期間・規制内容 



１９ 

　犯罪被害にあわれた方の心の悩みや精神的不安な
どについての相談を受付します。 
相談窓口 
○兵庫県警察被害者支援室（通称：サポートセンター） 
　　０１２０－３３８－２７４ 
○ＮＰＯ法人　ひょうご被害者支援センター 
　　０７８－３６７－７８３３ 
　・電話相談　・面接相談（要予約） 
問い合わせ先　兵庫県福崎警察署　警務係　　２３－０１１０ 

犯罪被害者週間 
１１月２５日（水）～１２月１日（火） 

　重度の障害が重複するなどの在宅障害者（児）

の方で、医師の診断書等により該当すると認めら

れた場合には、特別障害者手当もしくは障害児福

祉手当が支給されます。 

（ただし、所得制限があり、入院中や施設に入所

している方は除きます） 

問い合わせ先　健康福祉課（内線３５４） 

特別障害者手当及び 
障害児福祉手当のお知らせ 

　免除基準に該当する場合は、ＮＨＫ放送受信料
の免除が受けられます。 
【全額免除】 
　障害者手帳所持者を含む、世帯全員が市町村民
税（住民税）非課税の場合 
【半額免除】 
　次の方が世帯主の場合 
●視覚または聴覚の障害者手帳所持者 
●重度障害者 
　・身体障害者手帳（１級または２級）所持者 
　・療育手帳（Ａ）所持者 
　・精神障害者保健福祉手帳（１級）所持者 
問い合わせ先　健康福祉課（内線３５４） 

障害のある方対象 
ＮＨＫ放送受信料の免除 

　福崎町では「本人通知制度」を実施しています。

住民票の写し等の不正請求及び不正取得による個

人の権利の侵害を防止するため、本人以外の第三

者に証明書を交付したとき、本人に通知します。 

　通知を希望される方は事前に登録が必要です。 
 

　詳しくは町民窓口係までお問い合わせください。 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７５・３７６） 

「本人通知制度」をご利用ください 

こうふくフェスタ 
神戸医療福祉大学　公開講座 

こうふくフェスタ 
神戸医療福祉大学　公開講座 

テーマ：「癒し」 

場所　神戸医療福祉大学　Ｂ棟８階 
時間　１１：００～１２：１０（受付１０：３０～） 
定員　１００人 
アクセス　福崎駅からスクールバス利用可 
　　　　　（１０：３０発・無料）　駐車場完備 
申込方法　ＨＰ、電話またはメールで、氏名・

参加希望日・人数・交通手段をご連
絡ください。 

問い合わせ先 
　学生課　　２２－５１２５ 
　ホームページ http://www.kinwu.ac.jp 
　Eメール gakuseibu@sw.kinwu.ac.jp

１１月２５日 
（水） 

井 澤 嘉 之 
（本学専任講師） 

アロマと癒しと認知症 

芸術は特効薬 
～芸術と癒しとリハビリテーション～ 

アートでコミュニケーション 
～子育て・孫育て・自分育てを楽しむ～ 

鈴木みゆき 
（芸術家） 

小 村 み ち 
（ライフスキル　 
　研究所理事長） 

１２月２日 
（水） 

アートと癒しのこれから 
～全国実態調査から見える姿～ 

兼 子 　 一 
（本学専任講師） 

１２月１６日 
（水） 

１２月９日 
（水） 

日程 講師 テーマ 

受講料無料 

　eLTAXは、地方税における手続きを、インタ

ーネットを利用して電子的に行うシステムです。 

　eLTAXに関する、詳しい情報はホームページ

をご覧ください。（http://www.eltax.jp/） 

ヘルプデスクへのお問合わせ　　０５７０－０８１４５９ 

eLTAXをご利用できる時間 

　８：３０～２４：００ 

　（土日祝、年末年始は除く。） 

地方税の申告は　　　で！ 

イメージキャラクター：エルレンジャー 

　毎週金曜日は午後７時１５分まで窓口業務を延長し
て行っています。対応業務は、住民票、戸籍、印鑑
証明書、所得証明書の交付です。 
＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からのお知らせ 



全国瞬時警報システム 
（J-ALERT） 

全国一斉試験放送実施 

全国瞬時警報システム 
（J-ALERT） 

全国一斉試験放送実施 
　地震や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報シ

ステム（J-ALERT）から送られてくる緊急情報を、

防災行政無線を用いて確実に町民のみなさんにお伝

えするため、緊急情報伝達の試験を行います。 

○日時　１１月２５日（水）１１：００ 

○内容　防災行政無線から定時放送と同じぐらいの

音量でチャイムの後に「これはテストです。」

と流れます。 

※福崎町以外の市町でも、当日は 

　全国的にさまざまな 

　方法で試験が実施さ 

　れます。 

 

全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは？ 

　緊急地震情報や弾道ミサイル発射情報といった、

対処に時間的余裕のない事態が発生した場合に、国

から通信衛星を介して情報が送信され、町が受信し、

防災行政無線を自動起動することにより、瞬時に緊

急情報をお知らせするものです。 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７２） 

秋季全国火災予防運動 
11月9日（月）～15日（日） 

『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』 

○寝たばこは絶対やめる。 
○ストーブは燃えやすいものから離れた位置で
使用する。 
○ガスこんろなどのそばを離れる時は必ず火を
消す。 

３
つ
の
習
慣 

○逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設
置する。 
○寝具・衣類・カーテンからの火災を防ぐため
に防炎品を使用する。 
○火災を小さいうちに消すために住宅用消火器
等を設置する。 
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために隣
近所の協力体制をつくる。 

４
つ
の
対
策 

中播消防署・姫路市消防局予防課 

役場アルバイトについて 
　福崎町役場では、アルバイトの登録を 
随時受け付けています。 
　アルバイトは登録制になっており、登録者の中
から選考し、採用します。必要の都度、仕事の条
件にあう方を採用しますので、すぐに採用される
とは限りません。 
　登録を希望される方は、総務課人事係までお問
い合わせください。 

（総務課人事係　内線２２２） 

交通無事故・無違反運動 
「チャレンジ１００」 

　平成２７年１０月１日から平成２８年１月８日までの
１００日間、交通の無事故・無違反運動「チャレンジ
１００」が県下で実施中です。 
　この運動は、県内の自動車運転者が１０人１組で
チームを編成し、１００日間の無事故・無違反の達成
を目指します。運転者の交通ルールの遵守とマナ
ーの向上を図ることを目的としており、達成でき
たチームは表彰されます。 
　高齢ドライバーの参加が少ないなか、福崎町で
は各老人クラブから１４チームが参加し、無事故・
無違反の達成に取り組んでいます。 

（住民生活課） 

　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針、区
域区分、防災街区整備方針の変更についての都市
計画案を縦覧します。 
対象　都市計画区域西播磨地域 
期間　１２月８日（火）～２２日（火） 
　　　（土・日・祝日は除く） 
場所　福崎町役場まちづくり課 
　　　兵庫県都市計画課 
　　　※県ホームページでも閲覧できます。 
　　　（http://web.pref.hyogo.lg.jp/town/cate３_２０１.html） 
意見書の提出・問い合せ先 
　縦覧期間中、県に意見書を提出することができます。 
　兵庫県都市計画課（　０７８－３６２－３５７８） 
　（〒６５０－８５６７　神戸市中央区下山手通５－１０－１） 

西播磨地域都市計画区域 
マスタープラン等の変更に関する 
都市計画案の縦覧について 

２０ 



日　　時 
 
集合場所 
 
参 加 費 
募集人員 
コ ー ス 
 
 
 
 
 
 
そ の 他 
 
申込方法 
 
 
 
 
締　　切 
申込・問い合わせ先 
 
 
 
 
問い合わせ先 
主　　催 

１２月５日（土）１０：００～（受付９：３０～） 
※小雨決行 
JA兵庫西福崎ライスセンター 
（福崎町東田原９３１） 
無料 
２００人 
福崎ライスセンター→桜下池→銀の馬車道→
桜上池→大門→西光寺野疏水路・水路橋→石
造五重塔→河童の河太郎と河次郎→第１グラ
ンド（昼食・休憩）→鈴ノ森神社→学問成就の
道→北野天満神社→西光寺野疏水路・水路橋
→桜上池→福崎ライスセンター（約１０㎞） 
①昼食は、各自用意（豚汁無料配布） 
②駐車場あり 
チラシ裏面の申込書、官制ハガキ、ファ
ックス、メールでの申込。参加者全員の
住所・氏名・年齢・電話番号を記載して
ください。 
※代表者に○を付けてください。 
　（案内は代表者にのみ送付します。） 
１１月２０日（金）※当日申し込みもできます。 
 
西光寺野土地改良区 
〒６７９－２２０３　福崎町南田原２１３１ 
　・FAX ２２－００３６ 
E-mail：saikoujino@nifty.com 
農林振興課（内線３１１） 
西光寺野土地改良区 

講師　西家道代 選手 

全日本シッティングバレーボール

主将 

出身　揖保郡太子町 

　　　（現在宍粟市在住） 

経歴 

小学校６年生の時からバレーボ

ールを始める 

平成１５年　バレーボールの試合中に怪我をし、手術 

平成１６年　障がいがのこり、障がい者となる 

　　　　　（５年半の入院） 

平成２１年　シッティングバレーと出会う 

平成２２年　全日本加入、「２０１０アジアパラリンピック」

　　　　　出場（銀メダル） 

平成２４年　「２０１２ロンドンパラリンピック」出場（７位入賞） 

平成２６年　「２０１４アジアパラリンピック」出場（銅メダル） 

期　日　１２月６日（日）９：００受付開始 
講演会（９：５０～）、実技体験・見学会（１０：３０～） 
※参加者数により、時間配分が変更する場合があります。 

会　場　福崎町立福崎東中学校体育館 
申　込　当日受付 
参加料　無料 
持ち物　上履き・運動のできる服装（実技体験希望者）・

水分補給できるもの 
その他　上履き・椅子は原則用意しておりませんので、

ご了承下さい。 
大会当日の傷害保険は、主催者側で加入いた
します。 
中学校内は禁煙です。必ずお守りください。 

主　催　福崎スポーツクラブ連合 
問い合わせ　第一体育館　　２２－１１５３ 

にしいえみちよ 

第13回 

　福崎町の豊かな自然と歴史が調和した自然歩道
を舞台に、名所や神社仏閣を巡るコースで歩こう
大会を開催します。 
日　　時　１１月２３日（月・祝）８：００受付開始 
集合場所　神戸医療福祉大学キャンパス（小雨決行） 

※会場の駐車台数には限りがあります。で
きるだけ乗り合わせでお越しください。 

参 加 費　２００円 
参加対象　健康な状態で参加できる人 
　　　　　（幼稚園児以下は保護者同伴） 
コ ー ス 
①のんびりコース（約９㎞） 
應聖寺→金剛城寺→青少年野外活動センターを
巡るコース 
②ファミリーコース（約１４㎞） 
福田大歳神社→固寧倉→神谷大歳神社→應聖寺→
金剛城寺→青少年野外活動センターを巡るコース 

③健脚コース（約２０㎞） 
福田大歳神社→固寧倉→神谷大歳神社→應聖寺
→金剛城寺→青少年野外活動センター→七種の
滝を巡るコース 
申 込 先　住民生活課（内線３７３）　FAX ２２－５９８０ 
事前申込　１１月１８日（水）まで（電話・FAX申込可。

参加者全員の氏名・住所・性別・年齢・
電話番号・参加するコースをお知らせ
ください。） 
※当日申し込みもできます。 

主　　催　福崎町・福崎町自然保護審議会 

〈第26回〉 

２１ 



お知らせ 

information

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

一
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

臨
時
休
館
日 

　
１１
月
１７
日（
火
） 

　
２
月
１６
日（
火
） 

★
年
末
・
年
始
の
休
館
日
は 

１２
月
２９
日（
火
）〜
１
月
４
日（
月
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。（
２８
年
２
月
中
の

利
用
は
１２
月
１
日
か
ら
の
予
約
と

な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

住
宅
の
耐
震
化
相
談
会
を
開
催 

　
福
崎
町
で
は
、
市
川
町
・
神
河

町
と
共
催
で
住
宅
の
耐
震
化
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
相
談
会
で
は
、
専
門
家
が
無
料

で
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
の
個
別

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

日
時
　
１１
月
１５
日（
日
） 

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

場
所
　
市
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
芝
生
広
場
特
設
ブ
ー
ス 

対
象
者
　
昭
和
５６
年
５
月
以
前
に

工
事
に
着
手
さ
れ
た
住
宅
に
お

住
ま
い
の
方
、
所
有
者
等 

※
間
取
り
が
分
か
る
図
面
等
を
ご

持
参
い
た
だ
く
と
相
談
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
み
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
課

（
内
線
３
３
１
・
３
３
３
） 

  

県
立
但
馬
技
術
大
学
校 

平
成
２８
年
度
　
学
生
募
集 

募
集
学
科 

・
機
械
制
御
工
学
科 

・
建
築
工
学
科 

・
自
動
車
工
学
科 

試
験
区
分 

・
一
般
入
校
試
験 

試
験
日
　
１１
月
２８
日（
土
） 

募
集
期
間 

１１
月
５
日（
木
）〜
２０
日（
金
） 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校 

　
０
７
９
６
・
２４
・
２
２
３
３ 

  

精
神
保
健
福
祉
研
修
会
開
催 

　
精
神
疾
患
を
正
し
く
理
解
し
、

社
会
全
体
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

日
時
　
１１
月
２８
日（
土
） 

　
　
　
１３
時
〜
１６
時 

場
所
　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル 

講
演
　「
精
神
科
訪
問
看
護
の
実
際
」 

講
師
　
兵
庫
県
立
大
学
看
護
学
部

　
　
　
講
師
　
川
田
美
和
さ
ん 

体
験
発
表
、
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
播
磨
峰
の
会 

　
２２
・
７
５
３
７ 
  「

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
か
は

り
ま
」
公
開
ガ
ー
デ
ン
募
集 

　
個
人
宅
や
事
業
所
の
庭
園
等
を

特
定
の
期
間
、
一
般
公
開
す
る
オ

ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
公
開
ガ
ー
デ

ン
を
募
集
し
ま
す
。 

開
催
期
間
（
平
成
２８
年
） 

①
４
月
２２
日（
金
）〜
２４
日（
日
） 

②
５
月
２０
日（
金
）〜
２２
日（
日
） 

※
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

募
集
要
件
　
神
崎
郡
及
び
姫
路
市

に
お
い
て
個
人
、
事
業
所
、
団

体
等
が
管
理
し
、
公
開
期
間
中

に
無
料
で
一
般
開
放
で
き
る
庭

園
や
花
壇 

募
集
期
間
　
１１
月
２７
日（
金
）ま
で 

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
市
公
園
緑
地
課 

　
０
７
９
・
２
２
１
・
２
４
１
２ 

（
住
民
生
活
課
） 

 

企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内 

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
が
運
営
す
る
企
業
共
済
制
度
を

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
利
用
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
商
工
会
、
青
色

申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店
な

ど
の
窓
口
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。 

◆
小
規
模
企
業
共
済
制
度 

　
個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事

業
を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備

え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備

し
て
お
く
「
小
規
模
企
業
の
経
営

者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」
で
す
。

掛
金
が
所
得
控
除
と
な
る
た
め
節

税
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

◆
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
） 

　
取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因

で
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て

し
ま
っ
た
時
に
資
金
を
借
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
無
担

保
・
無
保
証
人
で
、
積
み
立
て
た

掛
金
の
１０
倍
の
範
囲
内
（
最
高
８

千
万
円
）
で
被
害
額
相
当
の
共
済

金
が
借
入
れ
可
能
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

　
０
５
０
・
５
５
４
１
・
７
１
７
１ 

２２ 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 
　今月（１１／２０～１２／１９）のボランティア活動予定
をお知らせします。ぜひご参加ください。 
ココロンクラブ 
　１１月２８日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　１２月２日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
　１２月１６日（水）９：００～　元ＪＡ八千種前花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

女性の職場における活躍を推進する 

女性活躍推進法が成立しました！ 
　企業・法人全体で３０１人以上の労働者を雇用する事業主
の皆様は、女性の活躍を推進するための行動計画の策
定・届出等が義務となります（３００人以下は努力義務）。 
　平成２８年４月１日までに、以下のご準備をお願いします。 
①自社の女性の活躍状況を把握し、課題分析を行ってください。 
②行動計画の策定、届出、社内周知、公表を行ってください。 
③自社の女性の活躍に関する情報を公表してください。 
お問い合わせ先　兵庫労働局雇用均等室　　０７８－３６７－０８２０ 



姫
路
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

○
年
末
調
整
説
明
会
の
開
催 

　
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
、

平
成
２７
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か

た
や
法
定
調
書
な
ど
の
提
出
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。 

持
参
い
た
だ
く
も
の 

姫
路
税
務
署
か
ら
送
付
す
る
説
明

会
資
料 

             

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
税
務
署 

　
０
７
９
２
・
２
８
２
・
１
１
３
５ 

ス
ポ
ー
ツ 

２３ 

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
参
加
者
募
集
！ 

　
こ
も
り
が
ち
な
冬
の
季
節
、
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。 

　
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

【
健
康
ピ
ン
ポ
ン
講
習
会
】 

日
程
　
１１
月
２５
日
・
１２
月
２
日
・

９
日
・
１８
日 

時
間
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時 

場
所
　
第
１
体
育
館
　
卓
球
室 

対
象
　
初
心
者
・
初
級
者 

定
員
　
２５
名 

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
第
１
体
育
館
へ 

参
加
料
　
１
０
０
円
（
傷
害
保
険

代
） 

申
込
期
間
　
１１
月
１７
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　（
先
着
順
） 

※
詳
し
く
は
第
１
体
育
館
　
　
２２

・
１
１
５
３
へ
（
月
曜
日
休
館
） 

  

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

「
２
０
１
５
年
度
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
タ
」
参
加
募
集
！ 

日
時
　
１２
月
６
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
第
１
体
育
館 

チ
ー
ム
構
成
　
６
人
制
。
男
子
２

名
以
下
、
女
子
４
名
以
上
で
チ

ー
ム
を
構
成 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 

　
　
　
　（
大
会
当
日
に
徴
収
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
１１
月
２９
日

（
日
）
ま
で
に
第
１
体
育
館
ま

た
は
協
会
役
員
へ 

※
詳
し
く
は
協
会
　
大
杉
（
　
２２

・
３
２
３
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
３５
・
８
７

７
１
）
へ 

 

「
第
２４
回
福
崎
町
６
人
制
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
開
催 

　
９
月
２７
日
、
第
１
体
育
館
で
、

「
第
２４
回
福
崎
町
６
人
制
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
１０
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り 

優
　
勝
　
瓦
屋
ａ
∫ 

                

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
９
月
１０
日
〜
１２
日
、
町
民
第
１

グ
ラ
ン
ド
で
「
第
４
回
大
会
（
第

２
回
銀
の
馬
車
道
大
会
）」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
二
の
宮 

準
優
勝
　
優
仁
工
業 

（
二
の
宮
チ
ー
ム
は
来
年
度
の
県

大
会
に
出
場
し
ま
す
） 

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
加
盟

チ
ー
ム
を
募
集
中
！ 

※
詳
し
く
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
橋
本
（
　
２２
・
０
６
８
９
）

へ
。 

  

剣
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
８
月
２９
日
に
「
第
１０
回
朝
来
市

剣
道
大
会
」・「
第
４１
回
石
川
杯
争

奪
剣
道
大
会
」、
８
月
３０
日
に
「
第

４１
回
神
崎
郡
少
年
剣
道
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り 

【
第
１０
回
朝
来
市
剣
道
大
会
】 

◆
小
学
生
の
部 

優
　
勝
　
高
岡
祐
丞（
福
崎
小
） 

【
第
４１
回
石
川
杯
争
奪
剣
道
大
会
】 

◆
小
学
生
団
体
の
部 

第
３
位
　
福
崎
町
剣
道
協
会 

                 

【
第
４１
回
神
崎
郡
少
年
剣
道
大
会
】 

『
個
人
戦
』 

◆
小
学
３
年
生
以
下
の
部 

奨
励
賞
　
光
本
星
翔（
福
崎
小
） 

奨
励
賞
　
柳
瀬
楽
斗（
福
崎
小
） 

◆
小
学
４
年
生
の
部 

優
　
勝
　
三
輪
拓
郎（
田
原
小
） 

準
優
勝
　
中
安
葉
月（
田
原
小
） 

◆
小
学
５
年
生
の
部 

優
　
勝
　
大
野
　
杏（
福
崎
小
） 

◆
小
学
６
年
生
の
部 

優
　
勝
　
高
岡
祐
丞（
福
崎
小
） 

◆
中
学
１
年
生
の
部 

準
優
勝
　
大
西
悠
斗（
福
崎
東
中
） 

【
中
学
２
・
３
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
大
野
健
介（
福
崎
西
中
）

準
優
勝
　
杉
野
大
空（
福
崎
西
中
） 

『
団
体
戦
』 

優
　
勝
　
福
崎
町
剣
道
協
会 

日　時 会　場 

１１月２５日 
（水） 

１３：３０～　 
　　１５：３０ 

１０：００～　 
　　１２：００ 

１３：３０～　 
　　１５：３０ 

１１月２６日 
（木） 

エルデホール 

姫路市　　　 
文化センター 



俳

句

会 

虫
鳴
く
夜
ゆ
っ
く
り
浸
る
終
い
風

呂
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

せ
せ
ら
ぎ
に
暮
色
誘
う
花
芒 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

飛
び
石
を
し
っ
と
り
濡
ら
す
今
朝

の
露
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

手
習
も
楽
し
い
日
々
よ
月
今
宵 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

露
し
ぐ
れ
古
き
甍
の
奥
の
院 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

早
稲
刈
の
肩
に
や
さ
し
き
里
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

雲
間
よ
り
浮
か
び
出
で
た
り
小
望

月
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

去
年
の
種
落
ち
て
群
れ
咲
く
鶏
頭

花
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

黄
昏
の
野
に
白
々
と
花
芒 

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

南
瓜
を
切
っ
て
は
じ
め
る
菓
子
作

り
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 
名
月
や
宇
宙
に
行
く
と
話
す
孫 

　
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

腰
痛
を
指
圧
の
治
療
秋
の
宵 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

歳
重
ね
ふ
と
念
仏
の
愁
思
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

句
創
り
に
思
案
重
ね
る
秋
の
夜
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

華
爛
漫
畦
の
ふ
く
ら
み
曼
珠
沙
華 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

葉
を
持
た
ぬ
真
紅
の
炎
曼
珠
沙
華 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

明
る
き
灯
点
す
新
居
や
秋
の
夜 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

短

歌

会 

夕
窓
を
開
け
た
る
清
寂
に
聴
き
す
ま
す
遠
去
か
り
ゆ

く
夏
の
跫
お
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

八
月
を
よ
う
や
く
越
え
来
ま
た
一
つ
齢
重
ね
た
り
こ

お
ろ
ぎ
を
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

池
の
端
の
大
樹
ひ
と
も
と
白
鷺
の
塒
と
な
り
て
暮
れ

残
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

線
光
花
火
最
後
の
火
の
玉
ぽ
と
り
と
落
ち
た
め
息
と

な
る
暗
闇
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
み
つ
け
し
孫
は
輝
き
て
ず
り
這
い
進

む
そ
の
早
き
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
若
葉 

 

秋
虫
の
奏
で
て
く
る
る
生
演
奏
に
夜
道
を
歩
む
吾
が

足
弾
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
さ
く
ら 

脱
皮
せ
る
蝉
の
澄
み
た
る
羽
の
色
た
と
え
よ
う
な
き

神
様
の
い
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

夕
立
に
濡
れ
し
花
弁
を
干
す
よ
う
に
夾
竹
桃
の
花
が

群
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

大
勢
の
人
を
集
め
て
ヒ
コ
ニ
ャ
ン
は
彦
根
の
城
に
愛

想
ふ
り
ま
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

真
夜
め
ざ
め
眠
れ
ぬ
臥
処
に
我
が
命
昭
和
生
き
抜
き

米
寿
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

水
銀
の
玉
露
こ
ろ
こ
ろ
転
が
せ
て
芋
す
こ
や
か
に
葉

を
広
げ
ゐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

さ
わ
や
か
に
目
覚
め
し
朝
は
水
色
に
清
む
朝
顔
と
涼

気
分
け
あ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

し
じ
ま 

く 

あ
し 

ね
ぐ
ら 

ま
　
よ 

よ 

し
ま 

ぼ
し
ょ
く
い
ざ
な 

は
な
す
す
き 

い
ら
か 

わ
　
せ 

こ
も
ち 

こ
　
ぞ 

け
い
と
う 

か な
ん
き
ん 

し
ゅ
う
し 

よ
　
わ 

ほ
む
ら 

ひ 

と
も 

づ
き 

２４ 

　議会の活動報告と町民のみなさんから

ご意見を伺う「議会報告会及び意見交換 

会」を次のとおり開催します。どちらの

会場でも参加できますので、気軽にお越

しください。 
 

 

　日時　１１月２１日（土）１９：００～ 

　場所　エルデホール 
 

 

　日時　１１月２９日（日）１３：３０～ 

　場所　八千種研修センター 
 

問い合わせ先　議会事務局（内線２６１） 

福崎町議会報告会・ 
意見交換会のお知らせ 
福崎町議会報告会・ 
意見交換会のお知らせ 

第１回 

第２回 

福 崎 町 長 選 挙  
福崎町議会議員補欠選挙 
投票日　12月6日（日）７：００～２０：００ 

★投票できる人★ 

平成７年１２月７日以前に生まれ、平成２７年８月３０日

以前から引き続き福崎町内に住所がある方です。 

投票日当日、仕事・買物・レジャー 

などの予定がある方は期日前投票を 

することができます。 

期間　１２月２日（水）～１２月５日（土） 

時間　午前８時３０分～午後８時 

場所　福崎町役場　１階 

　　　期日前投票所 

期日前投票 

みなさんそろって投票しましょう！ 

投票所変更 

第１１投票区の投票所 

高岡小学校区県民交流会館 

↑ 
高岡幼児園 新 

問い合わせ先 
　選挙管理委員会（内線２２１） 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

 

 

1 
 

 

 

4 
 

7 

8 

9 

11 

14 

 

15 

 

 

18 

 

19 

20 

21 

22 

23 

29

 

 

日 
 

 

 

水 
 

土 

日 

月 

水 

土 

 

日 

 

 

水 

 

木 

金 

土 

日 

月（祝） 

日 

9:00 

9:00 

9:00 

9:00 

9:00 

10:00 

11:00 

13:00 

13:30 

13:30 

10:30 

 

13:30 

10:00 

10:00 

13:20 

10:00 

13:00 

13:00 

 

13:30 

19:00 

14:30 

9:15 

13:30

 

～１１/１５（日） 

～１１/２３（月・祝） 

～１１/２３（月・祝） 

～１１/２３（月・祝） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要申込 

福崎秋まつり（産業祭・文化祭） 

企画展「遠野物語と妖怪」 

子どもふるさと展 

記念展「松岡鼎展」 

特別展「戦後７０年福崎と戦争の記憶」 

イングリッシュフェスティバル 

えほんの時間 

なやみごと相談 

連続講座④ 

文化財フォーラム 

母子相談 

もち麦の日 

伊勢大神楽 

老人大学祭記念式典・舞台発表 

エルデ秋の映画祭 

老人大学一般教養講座 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

食育の日 

サルビアセミナー 

議会報告会・意見交換会 

ファミリーコンサート 

自然歩道を歩こう大会 

議会報告会・意見交換会 

フクちゃん読書の日 

エルデホール・文化センター周辺 

 

柳田國男・松岡家記念館 

 

歴史民俗資料館 

エルデホール 

図書館 

サルビア会館 

歴史民俗資料館 

エルデホール 

サルビア会館 

 

柳田國男・松岡家記念館 

文化センター 

エルデホール 

文化センター 

 

サルビア会館 

 

 

文化センター 

エルデホール 

エルデホール 

神戸医療福祉大学出発 

八千種研修センター 

地域振興課 

 

柳田國男・松岡家記念館 

 

歴史民俗資料館 

学校教育課 

図書館 

社会福祉協議会 

歴史民俗資料館 

社会教育課 

健康福祉課 

農林振興課 

柳田國男・松岡家記念館 

文化センター 

エルデホール 

文化センター 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

保健センター 

文化センター 

議会事務局 

エルデホール 

住民生活課 

議会事務局 

図書館 

２５ 

図書館応援隊フェスタ 
　１０月３日（土）に図書館応援隊フェスタが開催され
ました。 
　喫茶コーナーに布絵本グループの手作りコーナー、
紙芝居にかたりべ、読み聞かせ、点字教室につのな
す工作教室などたくさんの催しがありました。 
　応援隊は図書館を支える大きな力として活動して
くださっています。 

布絵本グループ 
手作り体験コーナー 

点字体験 

環境美化グループ 
ポップコーン販売 

喫茶コーナー つのなす工作 読み聞かせ 



No.331

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

ノロウイルスによる感染は、１２～２月に、ピークを迎えます。 
　　徹底した手洗いと消毒で、感染予防に努めましょう。 

 

２６ 

予防接種は、感染症から守るために非常に効果の高い手段の一つです。 
対象となる年齢や、時期が来たら、早めに予防接種を受けましょう。 

【６５・７０・７５・８０・８５・９０・９５・１００歳】高齢者肺炎球菌ワクチン 

　※すでにこの予防接種を受けた方は除きます。 

　接種期限　平成２８年３月３１日 

【６５歳以上】インフルエンザ 

※６０歳以上６５歳未満で心臓･腎臓･呼吸器の機能

等に障害があり、日常生活が極度に制限されて

いる方も対象となります。接種を希望される方

は、保健センターへお越しください。 

　接種期限　平成２７年１２月２８日 

※お早目に接種してください。郡外医療機関での

接種を希望される方は、保健センターへお越し

ください。 

お子さんの接種状況を母子健康手帳で確認しましょう 

【１歳児】麻しん風しん混合（MR）１期 

【１～２歳児】四種混合、ヒブ・肺炎球菌の追加　各１回 

　　　　　　水痘（水ぼうそう）２回 

【３～４歳児】日本脳炎１期初回３回 

【就学前１年幼児】麻しん風しん混合（MR）２期 

【小学４年生】日本脳炎２期 

【小学６年生】二種混合２期 

※日本脳炎は、現在平成７年４月２日以降の生まれ

で４回の接種が終了していない方は、２０歳の誕生

日前日まで無料で接種できます。 

※転入の方や紛失等により、 

　予診票がお手元にない方、 

　町外での医療機関で 

　接種を希望される方 

　は、保健センターへ 

　お越しください。 

子どもの予防接種 高齢者の予防接種 

インフルエンザワクチンが変わりました!! 
　インフルエンザワクチンが今季から４種類のインフル
エンザウイルスに対応したワクチン（４価）となり、よ
り多くの種類のインフルエンザウイルスによる重症化を
防ぐことが可能となります。 

トピックス 

食欲の秋到来！ 

里芋のおいしい季節がやってきました。 

ほんのり味噌がきいていて、おかずにも

おやつにもぴったりの一品です☆ 

（材料）４人分 
　里芋　８００ｇ　　　　　　味噌　大さじ２ 
　すりごま　大さじ４　　砂糖　大さじ２ 

（作り方） 
１．里芋を洗い、皮をむき、レンジで柔らかくする。 
２．柔らかくなった里芋を、潰す。 
３．②にすりごま、味噌、砂糖を入れ、しっかりと混ぜ合わせる。 
４．③を分け、ひとつずつラップにのせて茶巾しぼりにする。 
５．④を皿に盛り、お好みのトッピングをする。 

（トッピング） 
　白ごま適量 
　黒ごま適量 
　青のり適量 



保健センターだより 

２７ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

3 か 月 児 健 診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２７.８月生の乳児 

Ｈ２７.７月生の乳児 

Ｈ２７.１月生の乳児 

Ｈ２６.１１月生の乳児 

H２６.１月・２月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１１/９（月） 

月～金 

１１/９（月） 
 

１１/２５（水） 

１１/１７（火） 

１１/２５（水） 

１１/９（月） 

１１/１８（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター11月定例行事予定 

＊二種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・小
児用肺炎球菌・水痘予防接種は、接種間隔に気をつ
けましょう。 
＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１
年間です。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受
けましょう。 

予
防
接
種 

〈連携中枢都市関連事業〉 

　乳がん・子宮がんの早期発見・早期診断・早期治
療の大切さを伝えるためのフォーラムが下記のとお
り開催されます。ご家族そろってお越しください。 
 
開催日時　１１月２９日（日）１４：００～１６：００ 
場所　イーグレひめじ　あいめっせホール 
内容　（１）医師による講演会 
　　　　　　・姫路聖マリア病院　丸山修一郎先生 
　　　　　　・親愛産婦人科　櫻井広美先生 
　　　（２）乳、子宮がん体験者の話 
　　　（３）グループミーティング 
　　　（４）乳がん視触診体験コーナー 
　　　（５）がん検診情報コーナー 
定員　３００人（要予約） 
参加費　無料 
申し込み先　電話で申し込んでください。 
　　　　　　○保健センター（内線３６０～３６３） 
　　　　　　○姫路市保健所予防課　　０７９－２８９－１６６１ 
受付時間　月曜日から金曜日（祝日を除く）８：３５～１７：２０ 
申込締切　１１月１６日（月） 

11月は「児童虐待防止推進月間」 

もしかして「虐待かもしれない」と思ったら… 

心配ごとや悩みはひとりで抱え込まないで相談を 

　児童虐待は、子どもの心身の成長や人格形成に

深刻な影響を与えます。 
 

身体的虐待　子どもの身体に苦痛や外傷が生じる

ような暴行をくわえること 

ネグレクト　子どもの健康・安全に配慮しない、衣

食住の世話をしないなど、保護者とし

ての監護を著しく怠っていること 

心理的虐待　暴言や激しい夫婦げんか、DVを子

どもの前で見せるなど、子どもの心

を著しく傷つけること 

性 的 虐 待　子どもにわいせつな行為をする／さ

せること 

 

 

■児童相談所全国共通ダイヤル■　189 いちはやく 

　近所の家庭の様子がおかしいなと思ったときな

どは、迷わず相談・通告してください。相談・通

告は匿名でできますし、プライバシーは法律で保

護されています。 

 

 

■福崎町保健センター■　（内線３６０～３６３） 

　虐待に限らず、子育てに積極的になれない、ス

トレスがたまるなど子育ての不安や相談等をお受

けします。 

12月1日は世界エイズデー 12月1日は世界エイズデー 

今年のテーマ 
AIDS IS NOT OVER だから、ここから 
　日本の平成２６年の感染者と患者の新規報告
数は、１,５２０人です。平均すると１日あたり約
４人が新たに報告されています。  
　HIVに感染しているかどうかは、感染の心
配な出来事から３ヶ月経過してからの検査を
お勧めします。検査を目的とした献血は絶対
にしないでください。HIV検査は中播磨健康
福祉事務所（福崎保健所）で匿名、無料で受け
ることができます。（毎月第１・３水曜日・予
約制）  
　問い合わせ先　中播磨健康福祉事務所 
　　　　　　　　　２２－１２３４ 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ ２８ 

町民のうごき 

平成２７年９月末現在 

７，４５５世帯 
９，３２３人　 
５２人　 
１８人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５７９人 
１０，２５６人 

６４人 
１７人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

　
昨
年
実
施
し
た
第
１
回
全
国
妖
怪
造
形
コ
ン

テ
ス
ト
一
般
の
部
の
最
優
秀
作
品
「
天
狗
の
森

の
妖
翁
」（
稲
村
彰
彦
さ
ん
作
）が
大
型
の
像
に

な
っ
て
　
川
山
公
園
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
！
青

く
鋭
い
眼
光
が
印
象
的
な
、
大
き
な
天
狗
で
す
。 

　
河
太
郎
、
河
次
郎
と
並
ぶ
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
民
俗
学
の
父
・
柳
田
國
男
生

誕
の
地
で
あ
る
福
崎
町
と
、『
遠

野
物
語
』
の
地
で
知
ら
れ
る
岩

手
県
遠
野
市
は
、
昨
年
８
月
２３

日
に
友
好
都
市
共
同
宣
言
の
調

印
を
行
い
ま
し
た
。
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
１０
月
１０
日
・
１１

日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
４１
回
遠

野
市
産
業
ま
つ
り
」
に
参
加
を

し
、
も
ち
む
ぎ
商
品
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
遠
野
市
立
博
物
館
で
は
１０
月

１０
日
〜
１１
月
８
日
の
間
、
柳
田
國
男
生

誕
の
地
福
崎
町
〜
『
故
郷
七
十
年
』
に

み
る
國
男
の
ふ
る
さ
と
〜
」
と
題
し
て

企
画
展
を
行
い
ま
し
た
。 


